
１．施設概要

施設名

所在地

サイトＵＲＬ

根拠条例

設置目的(設置時期)

指定管理者名

指定期間 施設所管課

２．総合的な評価

３．月例・随時モニタリング実施状況の確認

有 ・ 無

総合評価 総合的な評価の理由と今後の対応

A

＜１管理運営等の状況＞
　提案どおりに着実に取組みを実施し、聴覚障害者の社会参加促進につな
がった。
＜２利用状況＞
　検査・相談という業務の性質上、利用者数をもって評価することは妥当で
ないが、ホームページ等を活用した積極的な広報活動に取り組んだ結果、利
用者数が前年度比で106.9％のプラスとなったため、A評価とした。
＜３利用者の満足度＞
　２月に実施し、上位２段階の回答割合が92.0％となったため、S評価と
なった。
＜４収支状況＞
　使用料を徴収しない施設であり、指定管理費以外の収入はないが、予算の
範囲内での計画的な執行に努めている。また、収支比率が101％となったた
め、A評価とした。
＜５苦情・要望等＞
　軽易な要望に対しても真摯に対応した。また、指定管理者に起因しない苦
情等が僅かではあるが寄せられたが、速やかな対応を図っている。
＜６事故・不祥事等＞
　事故・不祥事等の防止に取り組んだ結果、事故等が発生しなかった。

＜今後の方針等＞
　施設の設置目的である聴覚障害者の社会的自立の促進のため、引き続き各
種の指導、訓練及び日常生活に必要な情報の提供、手話通訳者・要約筆記者
の養成･派遣等に着実に取り組むとともに、聴覚障害についての理解を深め
るための普及啓発についても、積極的に取り組んでもらいたい。

Ｓ：極めて良好な管理運営
状況
Ａ：良好な管理運営状況
Ｂ：一部改善が必要な管理
運営状況
Ｃ：抜本的な改善が必要

月例業務報告
確認

遅滞・特記事項があった月 特記事項または遅滞があった場合はその理由

なし なし

平成26年度　指定管理者制度モニタリング結果報告書

神奈川県聴覚障害者福祉センター

藤沢市藤沢933番地の２

http://www.kanagawa-wad.jp

神奈川県聴覚障害者福祉センター条例

聴覚障害（児）者の社会的自立を促進するため、各種相談、社会適応訓練、
日常生活に必要な情報の提供、聴覚障害児の早期訓練及び手話通訳者や要約
筆記者の養成と派遣等を行い、聴覚障害(児)者の福祉の増進を図ることを目
的とする。(昭和55年４月１日)

社会福祉法人神奈川聴覚障害者総合福祉協会

H23.4.1～H28.3.31 障害福祉課

現場確認 実 施 日 特記すべき事項等があった場合はその内容

なし なし

随時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
指導・改善勧告

等の有無

指導・改善勧告等の内容

なし

http://www.kanagawa-wad.jp/


４．管理運営等の状況

〔　指定管理業務　〕

〔　参考：自主事業　〕

事業計画の提案内容 実施状況等 実施状況に関わるｺﾒﾝﾄ

聴覚障害者に関する各種相談
の実施

失聴・難聴者相談を行うととも
に、耳鼻科医師による医療相談を
行った。また、電話・ファック
ス・電子メール等による相談も
行った。相談件数は年間2,539件
（来所2,323件、電話・ファック
ス等216件）であった。

聴覚障害者の日常生活に必要
な情報の提供

自主企画作品や講演記録などの制作を行
うとともに、字幕ビデオライブラリー共
同事業により頒布された字幕入りビデオ
テープ等を、聴覚障害者や手話学習者等
を対象に館外貸し出しを行った。
　また、インターネットにより自主制作
番組の手話動画配信を行った。（新作ビ
デオ98本、字幕ビデオライブラリー共同
事業作品98本、寄贈・購入ビデオ21本。
平成25年度末保有本数4,345本。利用本数
年間2,317本、利用者数1,092人、８団
体）

聴覚障害乳幼児及び成人聴覚
障害者を対象としたコミュニ
ケーション教室の実施

聴覚障害乳幼児とその家族を対象
に、聴能・言語及びコミュニケー
ションについての指導を実施した。
原則として週１回同年齢でのグルー
プ指導を行い、外部講師による指導
助言を年11回行った。
　また、聴覚障害者を対象に、個人
又はグループによる手話・読話及び
言語指導を行った。（年間66回、延
べ411人）

手話通訳者等の養成 手話通訳者及び要約筆記者の養成講
習会を行い、修了者に対して認定試
験等により一定のレベルに達したと
認められる者を年度末に登録した。
（手話通訳者認定試験：受験者数37
人、合格者数7人、認定者数7人。要
約筆記者修了認定：手書き13人、パ
ソコン14人。）
　登録者総数：手話通訳者159人、要
約筆記者177人（手書きのみ77人、パ
ソコンのみ59人、手書き・パソコン
共通41人）

手話通訳者等の派遣 年間を通じ手話通訳者及び要
約筆記者の派遣を行った。
（手話通訳者　324件646人、
要約筆記者　168件632人）

事業計画の提案内容 実施状況等

手話、要約筆記など、聴覚障害に関わる
講義や技術指導を行う講師及びアシスタン
トの派遣

教育機関、行政機関、サークル等の催し等に講師
を派遣した。
【平成26年度実績】
派遣件数　210件(平成25年度比　107.1％)
派遣人数　395人(平成25年度比　103.9％)

盲ろう者に対する通訳・介助員の養成 盲ろう者向け通訳・介助員を養成するため講修を
実施した。
【平成26年度実績】
研修日数　全15回
受講者数　33人
修了者数　29人

盲ろう者に対する通訳・介助員の派遣 盲ろう者に対し、コミュニケーションの支援や外
出時の異動介助を行う通訳・介助員を派遣した。
【平成26年度実績】
派遣件数　2,189件(平成25年度比　101.6%)
派遣人数　2,931人(平成25年度比　102.6%)



５．利用状況

〔目標値設定根拠〕

〔　参考：最大利用可能人数　〕

※1　原則は人数だが、施設の状況等により変更は可能。単位を変更した場合はその理由

※2　現指定期間より前の状況について参考として記載。(既に指定管理者制度を導入していた場合は期間中の平均値)

６．利用者の満足度

実施した調査の配付方法 回収数／配付数 ／ ＝

配付(サンプル)対象

(複数回実施した場合は、平均値を記載。)

評価 ≪評価の目安≫目標値を設定し目標達成率で、Ｓ：110％以上　Ａ：100％以上～110％
未満　Ｂ：85％以上～ 100％未満　Ｃ： 85％未満　目標値を設定していない場合は対
前年度比。社会福祉入所施設と県営住宅については評価を行わないこともできますが、
「目標値」欄には代わりに定員数等を記載してください。A

〔参考〕直営／管理
委託／指定管理※２ 前々年度 前年度 平成26年度

利用者数※１ 19,490 20,954 22,637 24,194

対前年度比 108.0% 106.9%

目　標　値

目標達成率 前年度実績

合　計

定　員

年間利用可能人数

0最大人数※１ 0 0 0 0 0

評価 ≪評価の目安≫
「満足」（上位二段階の評価）と答えた割合が、Ｓ：90％以上　Ａ：70％以上～90％未
満　Ｂ：50％以上～70％未満　Ｃ：50％未満

s

満足度調査の
実施内容

協定等に定めた調査内容 実施結果と分析

年に１回１月～３月の間に
実施

協定の定めに従い、２月に実施。満足、どち
らかというと不満という回答がやや減少し、
どちらかといえば満足、不満という回答がや
や増加しているが、昨年度と比べ大きな変化
はなかった。

稼働率 ％ ％ ％ ％ ％

利用者に送付、ロ
ビー・カウンターに
配架、センター事業
参加者に配布

207 350 59.1%

満足
どちらかと

いえば

満足

どちらかと
いえば

不満
不満 合計

満足、不満に回答があった
場合はその理由

【満足】
・いつも親切に相談に
乗ってもらっている。
【不満】
・駐車場の駐車台数を増
やしてほしい。

前年度の
回答数

24 135 15 1 175

回答率 12.2%

総合満足度の
回答数

23 150 12 3 188

79.8% 6.4% 1.6%

回答率の
対前年度比

89.2% 103.4% 74.5% 279.3%



７．収支状況

〔　指定管理業務　〕 (単位:千円)

（１）収入

〔参考〕年度計画

指定管理料

利用料

その他収入

合計

対前年度比

対　計画比

（２）支出

〔参考〕年度計画

支出額

(内　納付金　)

対前年度比

対　計画比

（３）収支

〔参考〕年度計画

収支差額

対前年度比

※　現指定期間より前の状況について参考として記載。(既に指定管理者制度を導入していた場合は期間中の平均値)

※ の欄は記入不要。

〔　参考：県が支出した修繕工事費　〕 ※県が支出する計画修繕工事・各所営繕工事等に係る修繕費

（　基本協定において県が負担することとしている修繕費等： 円以上 )

〔　参考：資本的な収入及び支出等の状況　〕

評価 ≪評価の目安≫
収入合計／支出合計の比率が　Ｓ(優良)：105％以上　Ａ(良好)：100％～105％未満
Ｂ(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～100％未満　Ｃ(収支比率に15％を超える
マイナスが生じている)：85％未満A

〔参考〕
直営／管理委託
／指定管理※

前々年度 前年度 平成26年度 備考

147,078 151,584 148,442 149,420

147,078 151,584 148,442 149,420

0 0 0

0 0 0

147,078 151,584 148,442 149,420

103.1% 97.9% 100.7%

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

147,078 151,584 148,442 149,420

143,246 150,217 145,488 147,802

104.9% 96.9% 101.6%

97.4% 99.1% 98.0% 98.9%

3,832 1,367 2,954 1,618

35.7% 216.1% 54.8%

収入合計／支出合計の比率 102.7% 100.9% 102.0% 101.1%

0 0 0 0

時期(年・月) 金額（千円） 工事箇所・内容（金額）

H26.8 628 吸収冷凍機、蒸気配管修繕工事

H26.9 216 空調自動制御機器交換工事

H26.11 667 防排煙制御盤更新工事

H26.11 1,448 換気扇改修工事

H27.2 4,072 非常用放送アンプ改修工事

200千

金額（千円） 内　容（金額）

収　入

支　出

積　立



８．苦情・要望等

件

件

件

件

※指定管理者に起因するものは必ず記載。その他、苦情・要望への対応を行ったものを記載。

９．事故・不祥事等

※随時モニタリングを実施した場合は必ずその内容を記載。

※過去に発生したものでも、新たな対応等を実施した場合には、その内容を記載。

※なお、大きな事故・不祥事に関して改善勧告を行わなかった場合は、その理由を併せて記載。

分野 報告件数 概要 対応状況

施設・設備 ろう者が手話でコミュニケーションを取
れるように、センターにスカイプ等のビ
デオ電話を設置してもらいたい。

聴覚障害者の間では、ま
だビデオ電話の利用が一
般的ではないため、今後
の動向によって導入を検
討する旨回答。

手紙
(アン
ケート
ボック
ス)

1 件

発生日 事故等の概要 原因・問題点
①指定管理者の対応状況(再発防止策・業務改善策等)

②県の対応状況(随時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・改善勧告の実施等)

職員対応

事業内容 手話通訳者の派遣について、日本手話で
なく日本語対応の手話ができる通訳者を
派遣してもらいたい。

派遣した手話通訳者に状
況を確認し、意見をいた
だいた方に説明するとと
もに、今後の派遣の際は
希望に沿った手話通訳が
出来るよう事前の調整を
行う旨回答。

その他

手紙
(アン
ケート
ボック
ス)

1 件


